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令和２年 文学研究科専任教員個人研究教育等活動 

（以下、掲載 50 音順） 

◆◆青青木木  敬敬  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「考古学からみた古代の築堤」『河川文化』第 92 号、日本河川協会、8-9 頁、2020 年 12 月 

・「舒明朝の考古学的特質」『國學院雑誌』第 121 巻第 11 号、312-331 頁、2020 年 11 月 

・「古代宮都・官衙の発掘調査」『考古学ジャーナル』第746号、ニューサイエンス社、19-21頁、2020

年 10 月 

・「土木と歩んだ古代の人々―発掘調査であきらかになった古代土木技術とその評価―」『土木学会誌』

第 105 巻第 8号、土木学会、12-15 頁、2020 年 5 月 

・「下ノ宮遺跡再考」『いにしえの河をのぼる―古川登さん退職記念献呈考古学文集―』『いにしえの

河をのぼる』制作委員会、35-43 頁、2020 年 5 月 

・「横穴式石室における土器祭祀の変容と特質―松本平を中心に―」『横穴式石室の研究』同成社、

389-402 頁、2020 年 2 月 

・青木敬・米川裕治「薬師寺東塔の発掘調査」『国宝東塔大修理落慶記念 薬師寺展』読売新聞大阪本

社・NHK 大阪放送局・NHK プラネット近畿、100-102 頁、2020 年 2 月 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・「考古学からみた舒明朝の特質―百済大寺造営技術の検討を中心に―」国史学会 2 月例会、2020 年 2

月 15 日 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・「大和における古墳の出現」奈良シニア大学 in 東京一般教養講座、2020 年 1 月 27 日 

・「大和の前期古墳」奈良シニア大学 in 東京一般教養講座、2020 年 8 月 24 日 

・「大和の中期古墳」奈良シニア大学 in 東京一般教養講座、2020 年 12 月 21 日 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・NHK 歴史秘話ヒストリア 【薬師寺 千三百年の祈り 国宝東塔 全面解体】、出演および学術情報提供、

2020 年 3 月 4日 

・NHK ネーミングバラエティー 日本人のおなまえっ！【エラい！表彰したい名字】、出演および学術情報

提供、2020 年 11 月 5 日 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：国史学会評議員、考古学研究会全国委員、条里制・古代都市研究会編集委員 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：：国立歴史民俗博物館研究報告編集委員会委員、 海老名市文化財

保護審議会専門委員（相模国分寺跡保存活用部会）、 史跡橘樹官衙遺跡群調査整備委員会委員（川崎

市教育委員会）、 長岡南森遺跡確認調査委員（山形県南陽市教育委員会）、 清瀬市史執筆委員、 

立川市史編集委員・考古部会副部会長 

 そそのの他他のの公公共共活活動動：独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所客員研究員 
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【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：文学部入試委員 

 

◆◆青青木木  豊豊  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・2020「郷土博物館の概念」 『地域を活かすフィールドミュージアム』雄山閣 

・2020「鎌倉の中世和鏡に関する一考察」 『鎌倉市教育委員会文化財部 調査研究紀要』 第 2 号 

鎌倉市教育委員会 

・2020「四十五片を焼き継ぎした有田焼」 『國學院雑誌』 第 121 巻 第 12 号 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・「中国陶磁‐青磁‐白磁への憧れ‐」鎌倉歴史文化交流館 

・「戦国時代の鎌倉-もとの都に成してこそみめ-」鎌倉歴史文化交流館 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・・インタビュー調査：文化庁受託事業「『博物館ネットワークによる未来へのレガシー継承・発信事業』

における」博物館の機能強化に関する調査」 

・・美の壺「鏡」再放送 【Ｅテレセレクション 1回放送】 ＜Eテレ＞ 

・「国立アイヌ博物館開業 3ヶ月」にコメント 毎日新聞 2020、10、18（北海道版） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 8名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（論文）主査１名 

 

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：国史学会理事 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：：文化庁登録美術品調査研究協力者会議協力者委員、 渋谷区文化

財審議会会長、 長崎県波佐見市博物館構想特別アドバイザー、 静岡県小山市「豊門館」整備アドバ

イザー 

 そそのの他他のの公公共共活活動動：鎌倉歴史文化交流館館長、 （財）家具の博物館理事、 中国西安于右任故居紀念

館顧問、 上海大学博物館兼職教授 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：『大学院紀要』編集委員、 給与委員 

 

赤赤井井  益益久久  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

論文：「唐代伝奇小説における変虎譚の諸相―中島敦「山月記」に及ぶ―」 
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國學院雑誌第 121 巻第七号（令和二年 7月 15 日発行）  

 

◆◆浅浅野野  春春二二  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「全形儀と祭薬王儀―亡魂の「疾病」「傷損」を治療する儀礼をめぐって―」『儀礼文化学会紀要』

第七・八号、儀礼文化学会（pp.179～196）令和 2年（2020 年）3月 30 日 

 

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：日本道教学会理事、 儀礼文化学会常務理事、 ヤオ族文化研究所監事、 國學院大學

中国学会常任幹事 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：文学部中国文学科代表、 文学部教員資格審査委員、 大学院文学研究科文学専攻中国文学

コース代表 

 

◆◆飯飯倉倉  義義之之  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・『江戸の「怪異」と「魔界」を探る』飯倉義之［監修］カンゼン 20200413 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「日本人と妖怪文化、その不思議な関係」 飯倉義之［単著］ 『会報むろのつ』28 20201005 

「嶋屋」友の会 

・「アマビエはなぜゆるキャラ的にコロナ禍のアイコンとなったのか：予言獣「アマビエ」ブームの観

察と考察」 飯倉義之［単著］ 『子どもの文化』52(9)  20201001 子どもの文化研究所 

・「いま、怪異と幽霊の空間を考え直してみる」（特集・次代の探求者たち） 飯倉義之［単著］『怪

と幽』vol.005 20200831 KADOKAWA 

・「妖怪と幽霊のいる日本のわたしたち」 飯倉義之［単著］ 『日本の妖怪と幽霊完全ガイド』  

20200801 晋遊舎 

・「妖怪と心理学 私たちが得たもの失ったもの」 飯倉義之［単著］ 『応用心理学研究』46(1) 

20200731 日本応用心理学会 

・「怪異世界事典の歩き方：「どこか・かなた」の怪異・怪物と向き合うために」 飯倉義之［単著］

朝里樹『世界現代怪異事典』 20200622 笠間書院 

・「かっぱよもやま話 三皿目「「かっぱ看板」よみがえる」 飯倉義之［単著］「かっぱ新聞」229

号  0200331 河童連邦共和国 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・令和 2 年度国際研究フォーラム「見えざるものたちと日本人」 20201219 國學院大學 研究開発推進

機構日本文化研究所 コメンテーター 
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 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・"民俗資料室ギャラリー展示 28 紙・木・藁にみる祈りの造形 展覧会先行オンラインイベント「昔か

ら今につながる疫病退散」 20201017 武蔵野美術大学 美術館･図書館 講師 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・現場へ！「土地と道具の声を聴く」５・民俗学 社会との関り（インタビュー） 朝日新聞社 「朝

日新聞」20201204 夕刊 9面 

・川奈まり子のカイダン実話探偵社 #41-60（対談） Himalaya Media 20201012-1116 

・チコちゃんに叱られる！「夏に怖い話をするのはなぜ？」（出演） ＮＨＫ 20200821 

・くにまるジャパン極「くにまるジャパン探訪」（出演） 文化放送 20200821 

・たけしのこれがホントのニッポン芸能史＃２２「ホラー」（出演） ＮＨＫ 20200808 

・くにまるジャパン極「極シアター」（出演） 文化放送 20200716 

・夏休み特別企画「日本の「妖怪伝説」を調べよう」（情報提供） 朝日新聞出版「ジュニアアエラ」

８月号 20200715 

・「国によって形を変える妖怪とは！？」（コメント） ベネッセ 「ベネッセチャレンジｗｅｂ」６

月号 20200501 

・ごごナマ「江戸ミステリー散歩～狐（きつね）・天狗（てんぐ）と出会う～」（出演）ＮＨＫ

20200317 

  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査１名 

  

◆◆石石井井  研研士士                                      

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

  ・『改訂新版 日本人の一年と一生 変わりゆく日本人の心性』春秋社、238 頁 

・『改訂版 プレステップ宗教学 第 3版』弘文堂、159 頁 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・2 月「ポップカルチャーにおける神社・巫女に関する考察」1～27『國學院大學紀要』第 58 輯 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・日本宗教学会第 79 回学術大会発表「家庭の宗教性の変容―神棚と仏壇―」 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・1. 6「あさチャン！渋谷再開発」TBS テレビ 

・1.18「跡継ぎなく神社奮闘」読売新聞社朝刊埼玉東 

・3.22「渋谷・スクランブルスクウェア」読売新聞社 

・5.29「本社世論調査 1960 年代と意識比較」読売新聞社 

・7.21「YOU MAKE SHIBUYA」記念プログラム１「渋谷学｜第 0章」〜 日本文化史としての渋谷の変遷と

未来 
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・7.26「コロナと文明 儀礼文化の再構築に意義」共同通信、高知新聞・秋田さきがけ・長崎新聞・信

濃毎日・北日本・日本海・愛媛・静岡・南日本・西日本･山陰中央 

・8.13「若者の社会への不満反映か」読売 KODOMO 新聞 

・8.13「「バチがあたる」信じる本音は」読売新聞  

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 3名、副査 1名  

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 日本宗教学会常務理事、 神道宗教学会理事、 明治聖徳記念学会常務理事 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：：宗教法人審議会委員、 独立行政法人学位授与機構委員 

 そそのの他他のの公公共共活活動動：公益財団法人庭野平和財団・評議員、 公益財団法人 WCRP・評議員選考委員、 公

益財団法人国際宗教研究所顧問、 一般社団法人日本臨床宗教師会顧問、 一般財団法人出雲殿財団理

事 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：大学院神道学・宗教学専攻代表 

 

◆◆石石川川  則則夫夫  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「小林秀雄と柳田国男」（小林秀雄に学ぶ塾同人誌（Web）『好＊信＊楽』令和 2 年 5・6 月号（6 月 1

日発行）） 

・「『眠れる美女』研究史」（『川端康成作品研究史集成』鼎書房令和 2年 9月 20 日） 

・「続小林秀雄と柳田国男」（小林秀雄に学ぶ塾同人誌（Web）『好＊信＊楽』令和2年秋号（10月 1日

発行）） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・「折口信夫旧蔵資料・折口信夫への献本調査―室生犀星を中心に―」（齊藤樹里氏との共同発表 國

學院大學國文學會 1月例会 令和 2年 1月 11 日） 

・「折口信夫宛献呈本の調査報告―室生犀星献呈本を中心に」（齊藤樹里氏との共同発表 近代作家の

直筆資料をめぐる公開勉強会・科研費 3研究グループ合同主催 令和 2年 7月 25 日） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 1名  

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員： 

・日本近代文学会評議員（令和 2年 3月まで）、 昭和文学会幹事、 横光利一文学会評議員 
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【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：副学長、 教学担当理事、 文学部長 

 

◆◆石石本本  道道明明  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・古市南軒『經典讀法早指南』解題（『江戸期『論語』訓蒙書の研究 第 2 集』所収）令和 2 年 2 月 29

日 

 調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・國學院大學大学院 特定課題研究報告書『江戸期『論語』訓蒙書の研究 第 2 集』 西岡和彦・石本道

明・青木洋司共著 令和 2年 2月 29 日 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・國學院大學中國學會第 63 回大會（遠隔開催）令和 2年 10 月 25 日 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：日本宋代文学学会理事、 國學院大學中國學會会長 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：：国文学研究資料館拠点連携委員会委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：大学院文学研究科幹事、 大学院代表幹事 

 学学内内委委員員：個人情報保護審査委員、 国際交流推進連絡協議会委員、 教職センター委員、 学修支援

センター委員、 大学院奨学金選考委員、 大学院入学試験委員、 大学院紀要編集委員、 大学院資

格審査委員、 大学院基本問題検討委員、 大学院国際交流委員、 大学院国際学術交流委員、 日本

学生支援機構第一種学資金返還免除選考委員会委員 

 

◆◆井井上上  明明芳芳  

【【研研究究活活動動】】  

● 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・編著『森敦文学研究 neo〈境界〉思考』（國學院大學特別推進研究助成金（國特推助第 108 号）） 

 

● 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「横光利一と小林秀雄―創(きず)あるいは創(はじ)まりとしての接点」（「横光利一研究」第 18 号、

令和 2年 3月） 

・「叙事としての新感覚派横光利一文学」（「東アジア文化研究」第 5号、令和２年２月） 

・「森敦文学の〈地〉と〈図〉」（「日本文学論究」第 79 冊、令和２年３月） 
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・「安倍公房「棒」の構造的読解ータイトル「棒」に気をつけてー」（國學院大學「教育学研究室紀要」

第 54 号、令和 2年 2月）   

● 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・いくつかの連続と断絶―横光利一と小林秀雄の接点を措定する（ラウンドテーブル「横光利一と小林

秀雄」貴重報告、令和元年 8 月 31 日） 

・森敦文学の〈地〉と〈図〉（令和元年度國文學會秋季大会シンポジウム「日本文学と〈地図〉」基調

報告、令和元年 11 月 16 日） 

 

● 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・第４回森敦研究会（令和２年１月 11 日、國學院大學特別推進研究助成金（國特推助第 108 号）） 

 

【【教教育育活活動動】】  

● 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査１名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

● 学学術術団団体体役役員員：横光利一文学会評議委員、運営委員、 解釈学会常任委員、 國學院大學國文學會常任

委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

● 学学内内委委員員：文学部人事委員、 大学院文学研究科文学専攻代表 

 

◆◆遠遠藤藤  潤潤  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「近代神道研究をめぐる諸相―柳田国男「神道私見」を視点として」、佐藤文子・吉田一彦編『日本

宗教史 6 日本宗教史研究の軌跡』吉川弘文館、2020 年 9 月 

・「平田篤胤の言説は社会的境界を越えたのか―藩・幕府・朝廷を焦点に」、久保田浩・鶴岡賀雄・林

淳・深澤英隆・細田あや子・渡辺和子編『越境する宗教史』上、リトン、2020 年 11 月 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 2名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：神道宗教学会理事、 日本宗教学会評議員、 日本宗教学会『宗教研究』編集委員 

 そそのの他他のの公公共共活活動動：私立大学図書館協会会長、 日本図書館協会代議員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  
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 学学内内役役職職：図書館長 

 学学内内委委員員：図書館委員会委員長 

 

◆◆大大石石  泰泰夫夫                                      

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・『2018 年度 文化財防災ネットワーク推進事業シンポジウム 地域防災と文化財―自然災害を知り、

地域の貴重な文化財的資源を守り、伝える』（文化財防災ネットワーク推進事業シンポジウム Vol.1）

部分執筆、令和 2年 3月。 

・『2019 年度 文化遺産防災ネットワーク有識者会議記録集』、令和 2年 3月。 

・「シンポジウム未知のものと出会うときー文学におけるみちのくの発見―」（『文学・語学』第 229

号、令和 2年 9月 30 日） 

 調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・『北上市史』民俗編の調査（1月・3月・8月・9月・10 月・11 月） 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・令和 2年度 國學院大學 渋谷区民大学講座「自然災害を乗り越える民俗の知恵」（10 月 24 日） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 3名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（論文）副査１名、（課程）副査 1名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：：上代文学会常任理事、 全国大学国語国文学会代表委員、 日本民俗学会理事、 民俗

芸能学会理事 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：：文化財防災ネットワーク有識者会議有識者委員、 奥州市文化財

審議会委員、 北上市文化財審議会委員、 北上市史編さん専門委員（民俗部会部会長）、 国立岩手

山青少年交流の家施設業務運営委員（委員長） 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：公開講座委員（委員長）、 給与委員（委員長） 

 

◆◆大大久久保保  桂桂子子  

 

◆◆小小川川  直直之之  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・監修・執筆『みやざきの神楽 神々への感謝と祈り』宮崎県総合博物館、2020 年 10 月 
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・共編著『講座日本民俗学 1 方法と課題』朝倉書店、2020 年 11 月 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・論文「「わたしは都会人です。」－釋迢空の自弁－」『都市民俗研究』第 25 号、都市民俗研究会、

2020 年 2 月 

・論文「無形民俗文化財をどう継承するか」國學院大學研究開発推進機構学術資料センター編『文化財

の活用とは何か』六一書房、2020 年 3 月 

・論文「摘田稲作の位相」「摘田と用具」『上尾市文化財調査報告書第 114 集 国登録有形民俗文化財

「上尾の摘田・畑作用具」資料調査整備事業報告書』上尾市教育委員会、2020 年 3 月 

・論文共著「御神屋と祭場」『米良山の神楽調査報告書』西米良村教育委員会ほか、2020 年 3 月 

・論文「番付構成とその特色」『米良山の神楽調査報告書』西米良村教育委員会ほか、2020 年 3 月 

・論文「コト八日と神送り行事研究の諸問題」『伊那民俗研究』第 27 号、柳田國男記念伊那民俗学研究

所、2020 年 4 月 

・論文「米良山神楽の構成と御神屋神」『國學院雑誌』第 121 巻第 5号、2020 年 5 月 

・論文「米良山神楽の「地舞」と神面舞」『伝承文化研究』第17号、國學院大學伝承文化学会、2020年

7 月 

・論文「石の神仏」『講座日本民俗学 2 不安と祈願』朝倉書店、2020 年 11 月 

・評論「研究所の活動は自発的参加者の力」『伊那民俗研究』第 27 号、柳田國男記念伊那民俗学研究所、

2020 年 4 月 

・評論「「民俗芸能」を継承する各地の取り組み」『文化遺産の世界』37 号、特定非営利活動法人文化

遺産の世界、2020 年 12 月 

・評論「「まつり」と「食」の作法」『TASC MONTHLY』№540、公益財団法人たばこ総合研究センター、

2020 年 12 月 

・講演録「神楽と豊穣祈願」『九州の神楽シンポジウム 2020 講演録』宮崎県記紀編さん記念事業推進室、

2020 年 12 月 

 調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・上尾市教育委員会『上尾市文化財調査報告書第 114 集 国登録有形民俗文化財「上尾の摘田・畑作用

具」資料調査整備事業報告書』2020 年 3 月 27 日 

・西米良村教育委員会ほか『米良山の神楽調査報告書』2020 年 3 月 31 日 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・基調講演「神楽と豊穣祈願」九州の神楽シンポジウム 2020、1 月 18 日、メディキット県民文化センタ

ー 

・基調講演「神楽と伝統芸能(能楽・文楽・歌舞伎)」宮崎県神楽フェスティバル 2020、10 月 25 日、メ

ディキット県民文化センター 

・基調講演「みやざきの神楽を考える」みやざきの神楽フォーラム、11月22日、宮崎県企業局県電ホー

ル 

・大会フォーラム講演 民俗芸能学会 2020 年オンライン大会フォーラム「南信州南信州民俗芸能継承推

進協議会の取組と課題」12 月 12 日、オンライン開催 

 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・柳田國男記念伊那民俗学研究所特別例会「「霊魂の話」を読む」8月 22 日、オンライン講演 

・飯田市美術博物館文化講座講演(柳田國男記念伊那民俗学研究所共催)「伊那谷の民俗をどう捉えるか」

9月 6日、オンライン講演 
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・若狭路文化研究所主催美浜町郷育プログラム連携講座「モリと神樹の文化」11 月 7 日、福井県美浜町

若狭路文化研究所 

・宮崎県記紀みらい塾講演「神話と神楽-天石屋戸神話と岩戸開き-」11 月 20 日、西都市立穂北中学校 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・「九州の神楽シンポジウム 2020」1 月 18 日・19 日、主催：宮崎県、メディキット県民文化センター  

・國學院大學伝承文化学会大会卒論・修論発表会、2月 20 日、國學院大學 

・宮崎県国文祭・芸文祭さきがけプログラム「神楽フェスティバル 2020」10 月 25 日、メディキット県

民文化センター 

・宮崎県総合博物館特別展「みやざきの神楽 神々への感謝と祈り」展監修 

・宮崎県「みやざきの神楽フォーラム」11 月 22 日、宮崎県企業局県電ホール 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・2020年 7月 18日宮崎日日新聞「本県の神楽 多様化を誇り 価値高め地域の活力に」インタビュー記

事 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 7名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）主査 1名、副査 1名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：芸能学会理事、 民俗芸能学会理事、 棚田学会評議員、 國學院大學伝承文化学会会

長 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会 

・独立行政法人日本芸術文化振興会評議員・評価委員会委員、 公益財団法人国立劇場おきなわ運営財

団理事・みやざきの神楽魅力発信委員会委員長、 宮崎県神楽保存・継承実行委員会委員長、 米良山

の神楽記録作成調査委員会委員長、 「上尾の摘田・畑作用具」資料調査整備委員会委員長、 神奈川

県民俗芸能記録保存調査企画調整委員会委員、 平塚市文化財保護委員、 綾瀬市文化財保護委員、 

秦野市文化財保護委員、 豊島区文化財保護委員、 江戸川区文化財保護委員、 千葉県博物館資料審

査委員会委員、 九州の神楽ネットワーク協議会顧問、 南信州民俗芸能継承推進協議会アドバイザー 

 そそのの他他のの公公共共活活動動：中国・南開大学外国語学院客員教授 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：学校法人國學院大學評議員、 大学院国際交流委員会委員長、 文学部教員資格審査委員、 

國學院大學伝承文化に学ぶコンテスト審査委員 

 

◆◆小小田田  勝勝  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著  監監修修  

・単著『古代日本語文法』（筑摩書房、ちくま学芸文庫 令和 2年 5月） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

20-12-065　(000)-令和２年 文学研究科専任教員個人研究教育活動.indd   31220-12-065　(000)-令和２年 文学研究科専任教員個人研究教育活動.indd   312 2021/02/17   19:11:152021/02/17   19:11:15



（313）

・シンポジウム「係り結びと格の通方言的・通時的研究」（国立国語研究所 Web開催 令和 2年 9月）

コメンテータ 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査１名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査１名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：表現学会理事 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：入学部長、 学則委員 

 

◆◆菊菊地地  康康人人  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 2名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：日本語学会評議員、 日本言語学会評議員 

  

◆◆黒黒﨑﨑  浩浩行行  

【【研研究究活活動動】】  

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・（学会発表）「妙好人とローカリティ」日本宗教学会第79回学術大会、オンライン開催、2020年 9月

16 日。 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・（司会・報告）令和 2 年度オンライン渋谷学シンポジウム「地域資源を活かした都市防災へ〜渋谷東

地区と他地域から考える〜」國學院大學研究開発推進機構研究開発推進センター、オンライン開催、

（第 1部）2020 年 11 月 16〜28 日、（第 2部）2020 年 11 月 28 日。 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 2名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（論文）副査 1名  

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：日本宗教学会理事、 神道宗教学会理事、 「宗教と社会」学会常任委員、編集委員

（主任） 
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【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：情報センター委員、 教職センター委員、 大学院文学研究科紀要編集委員、 大学院文学

研究科入試委員 

 

◆◆小小池池  寿寿子子  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・『別冊太陽 ロンドン ナショナル・ギャラリー 名画でひもとく西洋美術史』監修 小池寿子・高

橋明也 2020 年 3 月 25 日 「お気に入り 物語るウィルトン二連祭壇画」執筆 pp.49～52．  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「キリストの肢体」『西洋哲学史４ 中世 II 個の覚醒』伊藤郁武他責任監修 ちくま新書 

2020 年 4 月 10 日 pp.132-133. 

・WebBT「コロナ禍と芸術 小池寿子が紐解く「死」の表現史―巨人の肩車に載って私たちは何を見るの

か」2020 年 7 月 4 日  

・「時論 疫病の美術史―記憶を物語る」『建築雑誌 2021 年 1 月号 特集 13 コロナ禍の建築・都市』

日本建築学会 2020 年 12 月 20 日 pp.5～6 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・あざみ野カレッジ 講座「疫病と美術～ペスト禍の「死の舞踏」を中心に」2020 年 9 月 21 日・  

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・「都市と生活者の未来を拓くーYOMIURI 都市生活研究所フォーラム」一部オンライン配信 所有と共

有の<歴史と兆し>からひもとく、少し未来の生活者セッション・インタビュー 2020 年 11 月 19 日  

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・NHK日曜美術館「光の探求者ヤン・ファン・エイク―よみがえる“ヘントの祭壇画”」 2020年 2月 16

日放映 

・NHK 日曜美術館「疫病をこえて 人は何を描いてきたか」2020 年 4 月 19 日放映 

・秋田テレビ「秋田人物伝 戸嶋靖昌」2020 年 9 月 26 日放映  

・NHK ラジオ深夜便「私のアート交遊録 疫病と美術」2020 年 12 月 24 日放送  

  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 2名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）主査 1名、副査 1名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：：公益財団法人 吉野石膏美術振興財団 理事・企画委員、 公益財団法人 ポーラ美術

振興財団 理事、 財団法人 大塚美術財団 評議員、 公益財団法人 花王芸術・科学財団 選考委

員、 地中海学会常任委員、 日仏美術学会常任委員 

 

20-12-065　(000)-令和２年 文学研究科専任教員個人研究教育活動.indd   31420-12-065　(000)-令和２年 文学研究科専任教員個人研究教育活動.indd   314 2021/02/17   19:11:152021/02/17   19:11:15



（315）

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：人事委員 

  

◆◆笹笹生生  衛衛  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・論文「第 2章 塩津港の神と神社」『よみがえる港・塩津』サンライズ出版、2020 年 3 月。 

・論文「第 1 部、第 2 章 古代・中世の景観変化と気候変動－東京湾東岸における沖積平野の変遷を中

心に－」『気候変動から読みなおす日本史 ４気候変動と中世社会』臨川書店、2020 年 9 月。 

・論文「『記紀』と大嘗祭－大嘗宮遺構から考える『記紀』と大嘗祭の関係－」『國學院雑誌』第 121

巻、第 11 号、國學院大學、2020 年 11 月。 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・講演「古代日本の神観と祭祀遺跡・自然環境」、第 13 回アジア考古学会合同講演会、2020 年 1 月 11

日、於：早稲田大学戸山キャンパス。 

・報告「古代日本における祭祀の実態と神観－日本列島の自然環境と東アジアの関係から－」、「神宿

る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群特別研究事業、第 2 回国際検討会、2020 年 1 月 12 日～13 日、於：

福岡県中小企業振興センター。 

・講演「祭祀・古墳・埴輪－祭祀の視点から考える死者と古墳の関係－」、和歌山県立紀伊風土記の丘、

特別展「埴輪が語る古墳の祀り」関連シンポジウム、2020年 11月 8日、於：和歌山県立紀伊風土記の

丘。 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・令和 2年度 第 1回 寺家遺跡調査指導委員会、2020 年 12月 5日、於：石川県羽咋市、史跡寺家遺跡

祭祀地区 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・NHK 総合「歴史秘話ヒストリア・薬師寺」2020 年 3 月 4日放送。 

・読売新聞、2020 年 6 月 7日朝刊、古代祭祀について解説。 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1名、副査 3名  

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：神道宗教学会 副会長、 日本考古学協会編集委員 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：：千葉県文化財保護審議会委員、 木更津市文化財保護審議会委員、 

袖ケ浦市文化財審議会委員、 富津市文化財審議会委員 

 そそのの他他のの公公共共活活動動：公益財団法人印旛郡市文化財センター評議員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：神道文化学部副学部長、 國學院大學博物館長、 研究開発推進機構学術資料センター長 

 学学内内委委員員：大学院資格審査委員 

20-12-065　(000)-令和２年 文学研究科専任教員個人研究教育活動.indd   31520-12-065　(000)-令和２年 文学研究科専任教員個人研究教育活動.indd   315 2021/02/17   19:11:152021/02/17   19:11:15



（316）

  

◆◆佐佐藤藤  長長門門  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「古代国家の形成と修史事業」（『古事記学』6、3月） 

・「鈴木琢郎著『日本古代の大臣制』書評」（『歴史評論』841、4 月） 

・「女帝と王位継承」（佐藤信編『テーマで学ぶ日本古代史』政治・外交編所収、吉川弘文館、6月） 

・「八・九世紀の后妃制に関する覚書」（木本好信編『古代史論聚』所収、岩田書院、8月） 

・「古市晃著『国家形成期の王宮と地域社会』書評」（『日本史研究』697、9 月） 

・「奉誄儀礼と王権継承」（『國學院雑誌』121-11、11 月） 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：大学院史学専攻代表、 図書館委員、 教員免許状更新講習専門委員 

 

◆◆髙髙橋橋  秀秀樹樹  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・『新訂吾妻鏡四 頼朝将軍記 4 頼家将軍記』（ 和泉書院, 2020 年 07 月） 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「鎌倉時代の恋愛事情―『民経記』と『明月記』から―」（『日本歴史』860, 2020 年 01 月） 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・三浦一族研究会「吾妻鏡を読む会」（2020 年 1 月～2021 年 12 月） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 1名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：三浦一族研究会 特別研究員・編集委員 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：：文部科学省 教科用図書検定調査審議会専門委員、 国立歴史民俗

博物館 鑑査委員、 国立歴史民俗博物館 資料買取評価委員、 国立歴史民俗博物館 共同研究員、 東

京大学史料編纂所 教授業績外部評価員、 東京大学史料編纂所 共同研究員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：文学部教務委員、 大学院文学研究科 FD 委員 

  

◆◆高高山山  実実佐佐  

【【研研究究活活動動】】  
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 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「高等学校国語科授業における文学のことば―「山椒魚」（井伏鱒二）―」『國學院雜誌』第 121 号

第 1号（令和 2年 1月号） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・令和 2年度東京都教職員研修センターにおける専門性向上研修講師（令和 2年 6月 23 日） 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・日本国語教育学会 高等学校部会 第七十八回 研究会（令和 2年 11 月 14 日） 

・第 7回國學院大學国語教育研究会（令和 2年 11 月 21 日） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：日本国語教育学会高等学校部会副部会長、 國學院大學国語教育研究会顧問、 国語教

育史学会『国語教育史研究』編集委員・会計、 大村はま記念国語教育の会理事 

 そそのの他他のの公公共共活活動動：三省堂高等学校国語教科書編集委員、 日本郵便「手紙作文コンクール はがき作

文部門」審査員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：教職センター委員、 國學院雜誌編集委員 

 

◆◆武武田田  秀秀章章    

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・論文：「近代の「神道と社会」を用意したものー明治大嘗祭への道程―」 阪本是丸責任編集『近代

の神道と社会』（弘文堂、令和 2年 2月）   

「御代替りを考える」『礼典』第 44 号、令和 2年 3月 

・書評：池田雅之・三石学編『熊野から読み解く記紀神話―日本書紀一三〇〇年紀―』（扶桑社）、

「産経新聞」令和二年七月五日号 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・「象徴・祭祀・祈りー象徴としてのお務めについてのおことば」をめぐってー」『國學院雑誌』第

121 巻 4 号、令和 2年 4月  

・「大嘗祭管見―明治大嘗祭から考えるー」 (第 37 回神社本庁神道教学研究大会報告 大嘗祭と天皇の

祭祀) 『神社本庁総合研究所紀要 』第 25 号、令和 2年 6月  

・「御代替りに関する管見―「おことば」への道程―」「政教関 係を正す会会報」第 56 号、令和 2 年

10 月  

    

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：神道宗教学会長、 明治聖徳記念学会企画編集委員、 神社本庁教学委員 
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【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：研究開発推進機構長、 研究開発推進センター長、 神道学専攻科長  

 

◆◆谷谷口口  雅雅博博  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・論文：「『日本書紀』の素戔嗚尊」（『國學院雜誌』第 121 巻第 11 号、國學院大學、11 月 15 日） 

・書評：「三浦佑之著『出雲神話論』」（『日本文学』第 69 巻第８号、日本文学協会、８月 10 日） 

・講演録：「『古事記』と国家の形成」（『古事記學』第６号、國學院大學研究開発推進機構古事記学

センター、３月 10 日） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・学会発表：「葦原中国平定神話における地名の役割」（古代文学会夏期セミナー、８月 19 日） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査１名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（論文）主査２名  

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：上代文学会常任理事、 日本文学協会委員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：古事記学センター長 

 学学内内委委員員：文学部教務部委員、 文学部日本文学科教務委員、 大学院文学研究科文学専攻入試委員 

 

◆◆谷谷口口  康康浩浩  

【【研研究究活活動動】】  

 科科学学研研究究費費採採択択課課題題  

・科学研究費補助金 基盤研究(A) 『更新世－完新世移行期における人類の生態行動系と縄文文化

の形成に関する先史学的研究』（平成29年度～令和2年度、研究課題番号17H00939、研究代表者） 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「土器出現と縄文文化の胎動」『多摩のあゆみ』179 号「特集 旧石器時代から縄文時代へ」52

～69 頁、2020 年 08 月 31 日 

・A study of 8,300-year-old Jomon human reemains in Japan using complete mitogenome 

sequences obtained by next-generation sequencing, Annals of Human Biology, 47(6), pp.555-

559, Society for the Study of Human Biology, Taylor & Francis, 2020 年 08 月 19 日（共著） 

・「大平山元Ⅰ遺跡」『上黒岩岩陰と縄文草創期』季刊考古学別冊32、83～85頁、雄山閣、2020年

05 月 25 日 
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・「旧石器－縄文移行期の生態的位相と遺跡形成」『上黒岩岩陰と縄文草創期』季刊考古学別冊 32、

136～140 頁、雄山閣、2020 年 05 月 25 日 

・「居家以岩陰遺跡」『季刊考古学』151 号、83～84 頁、雄山閣、2020 年 05 月 01 日 

 調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・『居家以岩陰遺跡Ⅱ 第 2次・第 3次発掘調査報告書』本文 194 頁、図版 38 頁、國學院大學文学

部考古学研究室、2020 年 02 月 29 日（編著） 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・「縄文のムラと社会」茨城県立歴史館特別展講演会、2020 年 11 月 07 日 

・「縄文時代の信仰と儀礼」令和 2年度 新潟県の魅力ある文化財の保存・活用創造事業「地域に受

け継がれる歴史遺産－信仰からみる阿賀町の魅力－」新潟県教育庁文化行政課主催、2020 年 10 月

17 日 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・科学研究費補助金 基盤研究(A) 『更新世－完新世移行期における人類の生態行動系と縄文文化

の形成に関する先史学的研究』による研究会主催  

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 3名  

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：国史学会評議員・委員、 縄文時代文化研究会編集委員 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：：文化庁文化審議会文化財分科会専門委員、 新潟県文化財保護審

議会委員、 埼玉県文化財保護審議会委員、 千葉市史跡保存整備委員会委員、 国特別史跡加曽利貝

塚調査検討委員会委員、 船橋市取掛西貝塚調査検討委員会委員 

 そそのの他他のの公公共共活活動動：立川市史編集委員会 先史部会長、 清瀬市史編さん委員 考古部会長 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：史学科代表 

 

◆◆西西岡岡  和和彦彦  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・大学院特定課題研究「江戸期『論語』訓蒙書の研究」（研究代表者西岡和彦、共同研究者石本道明、

青木洋司、RA 大貫大樹ほか）『研究成果報告書』第 2集（令和 2年 2月、國學院大學大学院） 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「神武創業の精神と垂加神道―君臣合体守中之道―」（阪本是丸編『近代の神道と社会』弘文堂、令

和 2年 2月） 

・「自他を善化し、万物を浄化するー今泉定助のミソギとハラエの意義を読み解くー」（『大倉山論集』

66、令和 2年 3月） 

・「出雲大社の神仏習合と分離」（『神社と実務』19-4、令和 2年 4月） 
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・「闇斎先生と中臣祓（上）」（『日本』70-4、令和 2年 4月） 

・「闇斎先生と中臣祓（下）」（『日本』70-5、令和 2年 5月） 

・「『日本書紀』と山崎闇斎―とくに『風水草』の分析からー」（『神道宗教』259・260 合併号、令和

2年 7・10 月） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・「近世出雲大社の復古事業―神仏関係史―」（儀礼文化講座、儀礼文化学会、令和 2年 9月 13 日） 

・「北島国造家と神道書―自重館文庫調査を通じてー」（企画展「編纂 1300 年 日本書紀と出雲」関連

講座第 2回、島根県立古代出雲歴史博物館、令和 2年 10 月 18 日） 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：神道宗教学会理事、 神道史学会委員、 藝林會理事、 日本宗教学会評議員、 国際

宗教研究所顧問 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：：島根県古代文化センター客員研究員、 大倉精神文化研究所客員

研究員 

 そそのの他他のの公公共共活活動動：いづも財団評議員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：神道文化学部長 

 

◆◆根根岸岸  茂茂夫夫  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「目安箱は民衆の意見を政治に反映させたのか」『國學院雑誌』121 巻 10 号《談話室》2010 年 10 月  

   調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・『朝倉家文書の世界』(林和生・手塚雄太と共編) 國學院大學文学部共同研究成果報告 2010 年 2 月  

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・10 月 19 日 國學院大學研究開発推進機構学術講演会「参勤交代行列の構造」 
 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・11 月 29 日 清瀬勢市郷土博物館講演「古文書に見る下宿」  

 
【【教教育育活活動動】】  
 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1 名、副査 1 名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 1 名 

 
【【学学術術・・公公共共活活動動】】  
 学学術術団団体体役役員員：国史学会評議員、 関東近世史委員会評議員、 地方史研究協議会委員  

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員：埼玉連文化財保護審議会会長、 埼玉県史料叢書企画編集委員、 

埼玉県立歴史と民俗の博物館協議会会長、 新座市文化財保護審議委員会委員長、 東村山市文化財保

護審議会会長、 渋谷区文化財保護審議員会委員、 小金井市史編さん委員会委員長、 清瀬市史編さ
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ん委員会委員長  

 そそのの他他のの学学術術活活動動：学習院大学史料館客員研究員  

 
【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：大学院委員長、 研究開発推進機構校史学術資産研究センター長 

 

◆◆野野中中  哲哲照照  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「伊勢平氏〈あとずさり定着〉論」  「古典遺産」69 号 2020 年 3 月 

・「國學院大學図書館所蔵 奈良絵本『伏見常盤』の考察と翻刻」「國學院大學 校史・学術資産研究」

12 号 2020 年 3 月 

・「〔中世〕具象から抽象へ―『平家物語』巻七「忠度都落」のことなど―」 「日本文学論究」79 号 

2020 年 3 月  

・「〔紹介〕松尾葦江編 軍記物語講座第三巻『平和の世は来るか 太平記』」 「國學院雑誌」121 巻 3

号 2020 年 3 月 

・「時代社会を映す鏡としての『後三年記』―王朝国家期の領土広域化現象―」 『軍記物語講座 第一

巻 武者の世が始まる』 花鳥社  2020 年 1 月 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（論文）副査１名、 他他大大学学：（論文）副査１名 

 

◆◆服服部部  比比呂呂美美  

【【研研究究活活動動】】  

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・昭和女子大学・東伊豆町連携事業 東伊豆町魅力発信プロジェクト 講演「子どもの成長と祈願の諸

相―東伊豆町の民俗を中心に―」 昭和女子大学 令和 2年 8月 5 日 (水曜日) 15:20～17:20   

 そそのの他他  

・「銭湯と渋谷 コメント」渋谷学研究会編『渋谷学ブックレット２』166～180 頁 國學院大學研究開

発推進センター 令和 2年 2月  

  

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査３名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査１名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：：福井県教育庁生涯学習・文化財課 福井の戸祝いとキツネガリ調

査事業 調査委員（令和 2年 8月 1日から令和 5年 3月 31 日） 
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◆◆花花部部  英英雄雄  

  

◆◆教教員員氏氏名名：：林林  和和生生  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・書評：石原潤著：『中国の市（いち）―発達史・地域差・実態』、ナカニシヤ出版、2019 年 地理学

評論 93 巻 6 号（2020 年 11 月）、pp．471－473 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査１名  

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：歴史地理学会評議員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：史学科人事委員会委員、 大学院教員資格審査委員会委員 

 

◆◆針針本本  正正行行                                        

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：中古文学会委員、 日記文学会代表（平成 30 年 8 月から）  

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：学長（平成 31 年 4 月から） 

 

◆◆樋樋口口  秀秀実実  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・金子修一先生古稀記念論文集編集委員会編『東アジアにおける皇帝権力と国際秩序－金子修一先生

古稀記念論文集』（汲古書院） 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・中華民国時代における帝政論の位相－川島浪速の思想と行動によせて（上記『論文集』に掲載） 

・毛里英於菟の「東亜協同体」論からみた東アジアの地域秩序構想（『アジア経済』第 61 巻 1 号） 

・大東亜共栄圏と満洲国外交（『東洋学報』第 102 巻１号） 

・書評：関智英著『対日協力者の政治構想－日中戦争とその前後』（『歴史学研究』第 101 号） 
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【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査１名  

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：東アジア近代史学会（理事）、 東北アジア地域史研究会（幹事） 

 

◆◆藤藤澤澤  紫紫  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・責任執筆 『日本浮世絵博物館浮世絵名品 100 選』 日本浮世絵博物館（監修）・藤澤紫（責任編集） 

小学館 2020 年 9 月 

・監修 『ＮＨＫ浮世絵ＥＤＯ－ＬＩＦＥ 浮世絵で読み解く江戸の暮らし』 藤澤紫 (監修)・NHK プ

ロモーション (著) 講談社 2020 年 12 月 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・藤澤紫著 「「美しき幽霊」の誕生」 『完全ガイドシリーズ 290 日本の妖怪と幽霊』 晋遊舎 

2020 年 7 月 

・藤澤紫著 「浮世絵探偵団（1）～（11）」（連載） 『週刊 ニッポンの浮世絵』 小学館  

2020 年 9 月～12 月（継続中） 

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・WEB講演会：「遊べる浮世絵展のあそびかた（1）～（3）」 奈良県立万葉文化館公式YouTubeアカウ

ントより配信 2020 年 6 月  

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・展覧会監修：「特別展 くもんの子ども浮世絵コレクション 遊べる浮世絵展」 奈良県立万葉文化

館 会期：令和 2年 4月 25 日（土）～6月 21 日（日） 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・テレビ番組監修：NHK BS「浮世絵 EDO‐LIFE」（2018 年 4 月～現在、2019 年 4 月からは NHKE-テレで

も毎週放映） 

・新聞連載記事：「浮世絵と遊ぼう！(21)～(33)」時事通信（河北新報、八重山毎日新聞、長野日報、

陸奥新報、苫小牧民報などの朝刊文化欄にて連載中）（2018 年 4 月～現在まで継続） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 2名、副査 1名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（論文）主査１名、副査１名  

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：国際浮世絵学会 常任理事 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：品川区立品川歴史館 評議員、 公益財団法人日本郵趣協会 評

議員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  
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 学学内内委委員員：文学部資格審査委員、 研究開発推進機構資格審査委員、 公開講座委員、 資料室委員、 

図書委員、 文学塾委員、 専任教職員会幹事 

 

◆◆宮宮内内  克克浩浩  

【【研研究究活活動動】】  

 学学会会発発表表・・学学術術集集会会講講演演  

・口頭発表「後漢・高彪の「所覆刺為書」について」 於 國學院大學中國學會第六十三回大会 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：副査 1名 

 

◆◆諸諸星星  美美智智直直  

【【研研究究活活動動】】  

 調調査査・・発発掘掘報報告告書書自自治治体体史史・・史史料料集集  

・「2019 年度南台科技大学日本語教育実習スタディーツアーの記録」『国学院大学日本語教育研究』11

号（2020 年 3 月） 

 学学術術集集会会・・展展覧覧会会等等のの開開催催  

・日本近代語研究会秋季研究発表大会（10 月 17 日、オンライン開催） 

・國學院大學日本語教育研究会例会（2月 8日） 

・第 28 回国学院大学日本語教育研究（7月 25 日、オンライン開催） 

・第 29 回国学院大学日本語教育研究（12 月 19 日、オンライン開催） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 3名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）主査１名 

 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：日本近代語研究会理事、 國學院大學日本語教育研究会編集査読委員、 國學院大學福

祉言語学研究会会長、 國學院大學国語研究会評議員 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：就職部委員、 教職センター委員、 國學院雑誌編集委員、 大学院紀要編集委員、 國學

院大學生協理事 

 

◆◆矢矢部部  健健太太郎郎                                        

【【研研究究活活動動】】  
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 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・矢部健太郎監修『完全版日本の歴史人物大事典』（西東社、2020 年 12 月） 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・「『関白秀次の切腹』の刊行と新知見」（（一般財団法人）ハートランド推進財団主催「八幡塾」講

演、2020 年 2 月 28 日（金）、於：近江八幡市総合福祉センターひまわり館） 

・「『関白秀次の切腹』と『佐竹家旧記』」（國學院大學若木育成会茨城県支部小講演、2020 年 6 月 21

日（日）…中止） 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・テレビ朝日「戦国大名総選挙」（2020 年 12 月 28 日（月）18:00～21:54、VTR 出演） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査２名 

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：日本古文書学会理事・評議員、 国史学会評議員 

 そそのの他他のの公公共共活活動動：全日本剣道連盟資料委員会幹事 

 

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内役役職職：文学部副学部長 

 学学内内委委員員：教育開発推進機構運営委員、 ハラスメント防止・対策委員、 文学塾実施委員長 

 

◆◆山山田田  利利博博  

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・単著『文学としてのマンガ』(武蔵野書院 3 月) 

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・・（シンポジウム要旨）平安文学の「富士」のイメージ（『日本文學論究』第七十九冊 3 月）  

・（解説文）かわいい歌・雲居雁の和歌──源氏物語と和歌 第二十五回（『梁』98 号 現代短歌・南

の会 5 月） 

・（解説文）女心の分らぬ歌・夕霧の和歌──源氏物語と和歌 第二十六回（『梁』99 号 現代短歌・

南の会 10 月） 

・（新刊紹介）高橋良久・畠山大二郎共著『新しく古文を読む──語と表象からのアプローチ』（『國

學院雜誌』第一二一巻第十号 10 月） 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・宮崎大学主催公開講座「『源氏物語』若菜下巻(後半)を読む」講師(11 月 オンライン) 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・「日本農業新聞の源氏物語に関する問い合わせ」への回答（1月） 

・TikTok「えなこの知りたがり」（源氏物語の回（12 月 19 日 20:00～20:30 配信）出演 
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【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）副査 1名 

  

【【学学内内役役職職等等】】  

 学学内内委委員員：大学院 FD 委員 

                        

◆◆吉吉岡岡  孝孝  

【【研研究究活活動動】】  

 論論文文・・書書評評・・研研究究ノノーートト  

・「幕末期新選組における洋式調練の意義」（『國學院雑誌』第 121－4 号） 

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・講演「多摩地域における在村文化と剣術の普及」（日野市） 

 新新聞聞・・テテレレビビ等等ででのの学学術術情情報報提提供供  

・「あの頃と今 戦後 75 年」第 6回（読売新聞 8月 11 日朝刊文化欄） 

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1名、副査 2名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（論文）副査 1名  

  

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：：国史学会評議員、 関東近世史研究会評議員 

 国国・・地地方方自自治治体体等等のの審審議議会会・・委委員員会会：：江戸川区文化財保護審議会委員、 厚木市文化財保護審議会委員 

 

◆◆吉吉田田  敏敏弘弘  

【【研研究究活活動動】】  

 生生涯涯学学習習等等講講座座講講演演・・指指導導  

・大和市つきみ野学習センター 健康都市大学講座「絵図・地図からたどる災害の歴史」  2020 年 1

月 20 日・27 日、15:00～17:00  

 

【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（論文）主査 1名  

 

◆◆吉吉田田  永永弘弘                                       

【【研研究究活活動動】】  

 著著書書・・編編著著・・監監修修  

・共編『日本語文法史研究 5』（ひつじ書房、11 月） 
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【【教教育育活活動動】】  

 学学位位審審査査（（修修士士））本本学学：主査 1名 

 学学位位審審査査（（博博士士））本本学学：（課程）主査 1名、副査 1名 

 

【【学学術術・・公公共共活活動動】】  

 学学術術団団体体役役員員：日本語学会大会委員、 日本語文法学会編集委員 
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